小規模研究室における研究と多様性の確保

琉球大学　理　矢ヶ崎　克馬
（１）はじめに　　国立大学の法人化と機を一にして急速に進行し始めた事態の一つに、小規模研究室の研究資金確保が難しくなり、研究の維持が懸念されることがあげられる。今まで、基盤校費として保障されていた最低限の教育研究費が、必要経費からはずされ、資金配分の原理が「競争と評価」に切り替えられたことによる。今まで維持されてきた小規模研究室の教育研究資金の確保が、新制度で困難になる事態は、今まで確保されてきた「研究多様性」が破壊される危機と結びついている。小規模研室の危機はそのまま研究多様性の危機なのである。小規模研究室の現状を報告するとともに、なぜ多様性を確保しなければならないかという問題を、基本に立ち返って教育と研究の両側面から論じてみる。

（２）小規模研究室の現状　　　琉球大学理学部を例にとって現状を紹介する。法人化以前は物理の実験系の教員は、１人当たりの可処分予算は、教育研究費約５０～７０万円＋旅費１７万円という予算状況であったが、Ｈ１５年度には、教育研究費と旅費を合わせて３３万円という状態にまで激減している。文科省の科学技術白書によれば、国公私立大学の理学部の１人当たり平均研究費（運営費交付金＋外部資金＋人件費）は、約３２００万円、それに対して琉球大学理学部は約１５００万円。実に半額にも及ばない。研究条件の格差は歴然としている。全国の地方大学は大同小異、予算状態に大差は無い。

（３）多様性の確保はなぜ必要か　　　
①（アカデミックな機関としての研究）客観的外界が多様である。研究は必然的に多様である必要がある。認知された領域だけが興味あり価値のある対象では無い。
②（地球を破壊し掛けている人類的立場）地球と共存して持続できる人類社会のためには、地球の特性を選択的に取捨してのでは破綻は経験済み。将来が成り立たない。
③（日本の科学技術政策的課題）将来の水準を維持したのなら、多様性は必須。
④（アカデミックな教育）個を尊重し人格を認めるならば、民族の自決権を尊重し平和を望むならば、多様性の尊重は大前提。真理は全人類・万国の共通基盤。真理の客観的把握を。
⑤（全面的人格と独立した研究者の育成）知の営みを行い、心躍る学習を実施するのが独立した民主人を育成する基本。（基本的人権の中身）科学的で正確な知識を持ち、客観的に物事を見知することができ、自分で判断でき、自分で結論を出すことのできる人間。（独立した研究者の要素）自由な発想、研究対象の選定、研究手段の決定、データ収集と解析能力、総合的考察のできる研究者。これらは、偏った価値観のもとでは決して育成できない。

（４）アカデミックな立場で、多様性を尊重できる評価の目を　　　科学技術政策的に多様性を重視する評価基準を。（過度の資金集中は評価の目の偏りを示すもの）

（５）中小規模研究者は自己主張を：独自性の確認、研究の意義の再確認、多様性を支える気概を。情報網を確保して、研究協力を。柔軟組織の集団的共同研究ネットワークを。

（６）研究資金；多すぎと欠乏の是正（史上空前の大企業の大もうけとワーキングプーア）「カネの集中でノーベル賞が生まれるか」「多様性破壊して人類が生き延びられるか」

①コミュニティーは自主的な研究網を。アカデミックはアカデミックに判断できる立場の確保を。②適切な基盤経費の基準的配布を。③適切な競争的資金の体制を。　(2006/12/3)

